ジェンダーセッション(第69回) : 神社・神道をめぐる女性たちの諸相 : 祭祀儀礼と国民教化を中心に by 小平 美香
































































































































①従来心願ト称シ擅ニ神楽ヲ社頭ニ奉納スルヲ禁ス（禁令、明治 4 年 2 月 14 日）  
    達 
 是迄心願ト称シ猥ニ社頭ニ於テ神楽奉納ノ儀自今禁止之コト  
     
②能狂言ヲ始メ音曲歌舞弊習ヲ洗除シ風化ノ一助ト為サシム 










































































          明治七とせといふ歳九月 つかへまつる御社の 御まつりはてたるひ 



















幟を立競て群集し山内錐を立べき地もなき雑沓其盛大なること筆紙に尽し難し                                  












史料８ 『跡見花蹊日記』の大教院開講祭典  



































史料 10 女教師請待（明治 6 年） 
  （七月）廿二日 晴。 
  神田大和町鍵屋新兵衛ヨリ女教師請待ニテ万里小路大講義様御はしめ、千よ滝、花蹊、 
燕子、長子、角子、中川きみ子、中村きみ子、井上、松岡也。（中略）水道橋より御乗 




































ていたものと思われる。良子はこの後、明治 10 年（1877）に、宮中女官に任じられている。 
一方、明治 6 年（1873）の大教院とともに開講された「女教院」は、明治 7 年（1874）


































































































                            甲斐浅間神社宮司兼大講義 
    
    明治六年九月               新治縣士族 松岡時懋 印 
                           戸長  山田靖直 印 
     東京府知事 
         大久保一翁殿 
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として、男女・僧侶に限らす、我国神祇の社々につかへ奉るものを神職といふ也。」                       










なり」                     
（岡熊臣『神職歴運考』）   
 本稿では近代以前の巫女を「巫女」と表記し、近代以降の巫女と区別している。 
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族へ入籍セシム」（明治 8 年 3 月 31 日、『太政類典』第二編、270 巻、国立公文書館蔵）に記さ
れている。 
 
19 小平美香『女性神職の近代―神祇儀礼・行政における祭祀者の研究』ぺりかん社 2009、 
「国民教化政策と女教院―復古と開化をめぐって」『人文』10（前出）。 
 


























































史 料 ９ 常 世 長 胤  『 大 教 院 興 立 次 第 記 』 に み る 女 性 教 導 職  
 
明 治 六 年 六 月 十 七 日 大 教 院 神 殿 四 柱 大 神 鎮 祭 並 開 講 式  
 〇 大 祓  〇 祓 戸 神 祭 〇 大 殿 祭  
■ 鎮 祭 次 第  
先 神 殿 ノ 装 束 ヲ 奉 仕 ス          装 束 掛 役 レ 之  
第 一 鼓 〔 午 前 第 八 時 〕 祭 祀 人 員 威 儀 ヲ 整 フ 
第 二 鼓  祭 祀 人 員 祭 場 ニ 就 ク 
次  典 礼 開 扉 ヲ 令              斎 主 副 斎 主 役 レ 之  
次  斎 主 内 陣 ニ 進 テ 御 樋 代 ヲ 御 船 代 ニ 納 テ 濱 床 ノ 上 ニ 安 置 ス 
次  降 神                    斎 主 役 レ 之  
次  警 蹕                    後 取 役 レ 之  
次  奏 二 菅 掻 一                   副 斎 主 役 レ 之  
次  四 拝 拍 二 八 平 手 一           先 斎 主 以 下 応 レ 之  
次  奏 二 神 楽 歌 一                    楽 人 役 レ 之  
次  供 二 神 饌 一                神 饌 掛 役 レ 之  
次  献 二 幣 物 一                           同 上  
次  申 二 祝 詞 一                斎 主 役 レ 之  
次  一 拝 拍 手                 先 斎 主 以 下 応 レ 之  
次  太 玉 串 行 事                掛 神 官 役 応 レ 之  
次  四 親 王 御 拝 拍 手  
次  教 部 省 勅 奏 判 任 一 拝 拍 手  
次  神 官 教 導 職 勅 奏 判 授 一 拝 拍 手  
次  七 宗 僧 侶 教 導 職 勅 奏 判 授 申 二 祝 詞 一 一 拝 拍 手  
次  女 教 導 職 申 二 祝 詞 一 一 拝 拍 手  
次  奏 二 倭 舞 一                楽 人 役 レ 之  
次  典 礼 誓 主 ニ 誓 詞 ヲ 令 ス 
次  奏 二 誓 詞 一                            誓 主 役 レ 之  
次  一 拝 拍 手                 先 誓 主 以 外 応 レ 之  
次  読 二 三 條 教 憲 一              講 師 役 レ 之  
次  奏 二 催 馬 楽 一              楽 人 役 レ 之  
次  説 教 〔 九 座 〕         神 官 及 七 宗 各 女 教 導 職 等 役 レ 之  
次  奏 二 舞 楽 一  
  振 鉾 合 舞  万 歳 楽  加 陵 頻  陵 王  納 曽 利  （ 以 下 略 ） 
 
